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左
窄

埼
町
の
伊
勢
山
黒
人
神
女

は
、
子
供
の
健
や
か
な
成
長

を
祈
る
「
ヒ
雪
」
の
お
参

り
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ

た
。境

内
で
は
、
明
か
ら
晴
れ

れ
の
f
偶
た
ち
が
父
母
ら
に

干
を
引
か
れ
、
記
念
〔
貞
を

濁
る
硲
が
見
ら
れ
た
。
同
軸

g
に
よ
る
と
、
こ
の
目
は
約

七
百
粗
が
お
は
ら
い
を
空
け

薫♂）風♂）
ち北のノ孤
塁り明け
ノラ‾‾軋！一雨

介
箆
福
祉
士
に
妄
化

ヘ
ル
パ
ー
ら
の
資
格
要
件

厚労省方針

一
1
介
護
現
揚
で
働
＜
た
め
の
賀

格
℡
裡
を
国
家
照
綿
の
介
潔

福
祉
士
に
一
本
化
す
る
方
針

を
囲
め
た
P
介
追
福
祉
士
の

資
格
を
持
た
ず
、
現
に
介
狸

職
に
就
い
て
い
る
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
な
ど
二
十
三
万
七
千

人
や
新
た
に
介
霞
の
仕
草
を

日
和
す
人
に
つ
い
て
、
二
C

O
」
ハ
等
圧
か
ら
福
祉
士
の
資

格
取
得
に
向
け
た
研
讐
天

魔
す
る
。
来
年
の
介
倭
険

別
館
改
應
の
一
兎
で
二
川
い

技
術
や
知
識
を
身
に
つ
け
て

も
ら
い
、
介
種
の
買
を
芯
め

る
の
が
狙
い
。

た
だ
両
脇
化
が
進
ん
で
介

琶
が
増
え
る
上
、
研
修

時
向
や
錦
用
の
両
で
（
鼻
咽

と
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
完

全
移
行
に
ほ
か
な
り
時
間
が

か
か
り
そ
う
だ
。

現
在
、
澱
府
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
と
の
技
研
皿
糀
協
｛
疋
締
栢

交
渉
で
介
護
に
従
事
し
て
い

る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
を
受
け
人

れ
る
方
針
を
示
し
て
和
り
、

園
内
の
介
森
閑
資
格
ふ
轟
一

す
る
こ
と
で
m
詩
入
れ
礪
増

芥
盛
僻
す
る
狙
い
も
あ
る
と

み
ら
れ
る
。

介
澄
福
祉
士
に
な
る
に

は
、
専
門
学
校
な
と
で
千
六

百
五
＋
時
間
を
受
綿
す
る

か
、
一
一
■
雉
の
突
研
権
威
後
、

国
家
試
験
に
A
尾
し
な
け
れ

ば
な
ら
す
、
介
萌
現
場
で
働

く
的
一
一
±
（
万
人
の
う
ち
介

責
岬
祉
士
は
9
・
9
％
に
と

と
ま
っ
て
い
る
。

厚
芳
蓄
は
、
O
」
ハ
年
暖
か

ら
資
樽
瀬
田
の
た
め
の
四
百

－
五
再
時
間
軽
度
の
介
辞
職

R
黒
薩
研
蓋
。
修
了

省
に
は
安
励
に
必
項
な
三
年

の
尖
模
細
駁
矧
聞
を
琴
＼
す

る
措
置
叢
る
。
働
き
な
が

ら
専
門
学
校
で
学
ペ
る
仕
組

み
も
検
討
す
る
。
現
在
実
施

さ
れ
て
い
る
ヘ
ル
パ
ー
凝
成

研
修
は
当
別
総
柄
す
る
が
、

将
来
的
に
は
燕
礎
研
修
だ
け

に
す
受
刀
針
だ
。

現
在
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

資
格
の
う
ち
二
槻
ヘ
ル
パ
ー

に
な
る
た
め
に
必
要
〃
凸
壷
成

研
修
は
百
三
．
＋
叩
間
。
一
組

で
も
二
百
一
■
時
間
と
研
修

時
間
が
短
く
、
央
閃
が
十
分

班
和
さ
れ
て
い
な
い
ケ
【
ス

も
あ
る
た
め
、
ヘ
ル
パ
1
の

力
出
の
個
人
蓮
が
大
き
い
な

ど
の
川
題
点
が
持
崩
さ
れ
て

い
る
。

を
褐
る
の
日

光
斡
涙
）
と

厄
な
ど
の
郡

に
ま
と
め
ま
・

申
し
ム
P
空

将
兼
の
導
ス

よ
う
調
整
す

今
後
、
咄

整備新手手練
建設費確保

コ
ス
ト
削
減
と
公
共
負
担

触
府
与
摘
J
R
増
益
活
用
に
含
み

駿
府
と
与
党
は
上
■
■
H
、

此
間
遵
1
北
陸
、
九
州
・
長

崎
ル
ー
ト
開
聞
新
幹
線
三
相

の
新
著
工
に
必
要
な
杓
一

鞘
探
究
に
つ
い
て
①
既
に
圧

殺
中
の
整
備
新
幹
線
も
含
め

髄
鞘
コ
ス
ト
を
さ
ら
に
削
減

し
て
蓋
全
体
を
庄
和
す

粒
体
の
公
蓋
で
の
負

担
≡
○
口
跡
年
度
予
罪
で

千
三
戸
九
卜
一
億
H
）
を
増

や
し
て
噂
「
T
方
向
で
検
討

を
始
め
た
。

北
奇
遇
新
酔
絹
な
ど
の
開

業
に
よ
る
J
R
東
日
應
の
八

百
十
億
‖
分
の
増
益
分
を
建

蛮
に
回
す
与
党
職
員
ら
の

意
田
だ
は
↓
短
期
Ⅷ
で
合
想

貰冒討毒草鍼
る
よ
う

っ
と
り

し
て
く

∇
切
り

Ⅳ
読
兼
は


